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○第11回市民おもしろ大学開催!! 
○幸町九番組「まち歩き」の報告 

○「地域福祉コーディネーター」 

            が誕生します 

○市民活動・自治会活動のための 

         保険説明会開催報告 

○たまがわ・みらいパークが本格始動!! 
○情報コーナー 

○市民活動センター団体登録について 
○市民活動センターからのお知らせ 
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＜＜＜今月号のもくじ＞＞＞ 

 3月3日(土)、立川市総合福祉センターにて、第
11回市民おもしろ大学が開催されました。今回の
講師は、立川のタウン誌『えくてびあん』の編集

責任者の芳賀敏博さん。「『えくてびあん』の芳

賀さんに聴く“人探し名人”になる方法」という

テーマで、芳賀さんのお話をお聴きしました。 

 

人を中心にして立川の文化を発信 
 『えくてびあん』は人にスポットをあてて立川

の文化を発信している月刊誌です。文化を、“人

が暮らす上でかかわること全て”ととらえて、い

ろいろなことに興味をもって取り組んでいます。

「興味を持ってふれてみる」ということは非常に

大事なことで、それによって、新しい自分の世界

がひらける、と芳賀さんは言います。 

 

実は、人を探すのは苦手？ 
 芳賀さんは、社交的な性格ではなく、決して

“人探し名人”ではないと言います。 

 少し頑張って一歩踏み出して、そのひとつひと

つの出会いを大切にしているのだそうです。 

人間は人間が好きなんですよ 
 人と出会って、興味・関心を持って話を聴いて

いると、自分が知らなかったことなどを聴くこと

ができて楽しい。そしてだんだん人が好きになっ

ていく。「人間が一番関心があるのは人間なので

はないか」という言葉が、印象的でした。 

第11回 市民おもしろ大学開催！！ 
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●情報をお寄せください！★みなさまからのご意見・掲載情報をお待ちしています。詳しくは電話またはメールにてご連絡ください● 
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 寒さが急に戻ってきた3月17日(土)、至誠キー
トスホームを会場に、地元の九番組自治会で「防

災まち歩き」を開催。17名の住民が参加されま
した。 

 ちょうど1年前に同様の企画を八番組自治会で
開催しましたが、参加された方の感想がとてもよ

かったので、幸町の中で順番に開催して回ろうと

いう提案が地域懇談会で出されました。従ってこ

の日は幸町で2回目のまち歩きとなりました。 
 

幸町を好きになるために  
 「防災のまち歩き」というと、まちの危険な箇

所にばかり目が行きがちですが、この企画の目的

の1つは「住んでいるまちを好きになること」で
もあります。グループで歩きながら自分達の知っ

ている情報を持ち寄ったり、消防団の方が参加さ

れていればさらに具体的な知識をもらい、災害発

生時に役に立ちそうなもの、危険なものはないか

考え、まちのイメージを豊かにしていきます。美

しい街並みや建物、自然などは、「災害があって

も是非残したいもの」として記録をします。 

 そしてまち歩きで収集した情報を地図に落とし

て共有していきます。 

 

人と人が出会う機会として 
 「発災した時に、自分を助けに来てくれる人が

いますか？」講師の問いに多くの参加者が戸惑い

ます。日頃から豊かな人間関係が地域で築かれて

いることは発災時を考えると非常に重要です。で

はいつその関係を作るのか？その機会の1つがこ
の「防災まち歩き」なのです。阪神淡路大震災で

も発災直後は近所の人に救出された方がほとんど

でした。地域の人間関係はとかく団体ごとの縦割

りになりがちですので、今回の企画では自治会、

子ども会、老人会、障害のある方への支援機関に

も呼びかけました。 

 課題として残るのは、自治会に加入されていな

い方にももっと参加してもらうようにしたい、と

いうことが1つ挙げられます。また今回は本セン
ターと世話人で事前の準備をしましたが、次回以

降は可能な限り自治会と共同開催をし、企画段階

からゆっくり議論を重ねていくことも目指したい

と思います。 

 

ぜひ皆さんの地元でも 
 1度の開催でも参加者のまちへの意識はとても
変化します。「避難所への通行やそこを利用する

地域の人々と共にこの催しを開催したらよいので

はないか」「地域の方々となお一層のコミュニ

ケーションを作っていきたい」（参加者感想）な

ど肯定的なものがほとんどです。定例の防災訓練

に加えて、まち作りのための企画として、皆さん

の地元でも是非開催してみて下さい。本センター

がご協力をします。ご連絡お待ちしております。 

 立川市社会福祉協議会の第2次「立川あいあい
プラン21」と「立川市地域福祉計画」の両計画
において目標とされている、「地域福祉コーディ

ネーター（以下「コーディネーター」）」が、4
月からモデル地域へ配置されます（1名）。 
 コーディネーターは小地域での住民福祉活動の

推進のために、住民からの相談対応、住民や関係

機関のネットワーク作りなどを、配属地域におい

て専任で行ないます。「住民福祉活動」という

と、高齢者分野の課題などが中心というイメージ

がありますが、広く住民生活の向上に必要な活動

や仕組みづくりをし、住民との協働で地域課題に

取り組みます。防犯活動や教育活動などももちろ

ん無関係ではありません。町ごとに焦眉の課題や

希望する町のイメージは違いますが、多くの住民

がまちづくりに参画できるように、働きかけをし

ます。 

※平成19年度モデル地域は栄町と若葉町です。 

「地域福祉コーディネーター」が誕生します 

  幸町九番組「防災まち歩き」の報告  

皆さんの地元でも開催してみませんか？ 

まち歩きで得た情報を地

図に落とす作業 

情報を出し合いながらま

ち歩き。発見がたくさ

ん。 
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   ボランティア活動や自治会活動で「事故があっ
た時が心配･･･」という声が挙がったことはあり

ませんか? 
 会社や学校と違って、意識せずとも誰かが手続

きを踏んでくれているという訳には行きません。 

 

   3月15日(木)に開催された保険説明会で、講師
の三村明さん(特定非営利活動法人生活設計支援
センター/ファイナンシャルプランナー)からは、 
 

1)まず自分達にとって「危険なこと」「避けたい
こと」は何かを考えることが大切 

2)大きな損失を防ぐためには「そもそもやめる」
「事前に予防のための手立てをする 

(例えば地震に備えて自治会で防災の取り             
みをするように)」「危険なことを分散させてお
く」「契約によって誰かに移転させる (保険加
入)」などの手段がある 
3)保険はあくまでも事故や危険に対する一手段 
 

といったお話がありました。 
 

 

 

 

 

 

 

 年度替わりのこの季節。 

 グループ内で、いま一度、自分達の活動にとって

の危険を考えてみませんか? 
 保険加入を検討される際には、市民活動センター

まで、ご相談ください。 

生まれ変わる“廃校” 
 平成18年1月、旧多摩川小学校活用等跡地検討
市民委員会からの「基本提言」が市長へ提出され

ました。4月には市民委員有志でオープニングイ
ベントを開催。5月になり旧立川市立多摩川小学
校運営協議会が発足。実際にプログラムなどを実

施しながら「基本提言」示された基本コンセプト

「子どもたちを中心に様々な人が集い、楽しみ、

学びあう場」という活用が、市民と行政の新しい

協働型での運営になるよう各教室の活用案や運営

体制、施設・設備管理、プログラム実施に関する

ルールの検討が重ねられました。 

 

 

 

 

1日も早く子どもの声が戻ること願って･･･   
 運営協議会では、たまがわ・みらいパークに
楽しそうな子どもの声が響くイメージを膨らませ

ながら、自主勉強会、先進地への視察、地元への

説明会なども含め23回の会合を重ねてきまし
た。また、市民活動センターたちかわも、運営協

議会事務局としてサポートしてきました。 
 「みらいパークをいい場にしたい!」という思

いはひとつに、異なる意見も率直にぶつけ合いな

がらの1年間でした。 
 

そして、これから･･･ 
検討してきた内容は「たまがわ・みらいパークの

活用について」という報告書にまとめられました。 
そして4月からは、市民による「たまがわ・みらい
パーク企画運営委員会」が立ち上がります。 
 運営協議会メンバーの有志、公募市民、地域住民

の力が結集された委員会組織となる予定です。 
今後、この市民組織である企画運営委員会が中

心となり、みらいパークでの様々な企画がスター

トします。それを支える運営体制も確立します。 
 「企画する」「プログラム実施する」「参加する」

「ボランティアとして手伝う」「未来のために評価

する」「寄贈する」など、誰もがみらいパークへさ

まざまな方法で関わることができます。募集情報

については、4月からの情報発信をお楽しみに!! 
※報告書の入手を希望される方は市民活動セン 

 ター( 042-529-8323)までお声かけください。 

市民活動・自治会活動のための 

          保険説明会  開催しました 

目的別に保険

の種類もいろ

いろあります 

たまがわ・みらいパーク(旧多摩川小学校)が本格始動します！！ 

参加者の思いを

乗せて、空高く

舞う紙飛行機!! 



■女性の生活立て直し 無料相談会  
 ～離婚・夫婦関係・子育て・債務・生活扶助 

                ・公的融資・相続などのご相談～ 

 

 年金分割、貸金業規制、公的融資制度など今年4
月に、家庭生活に密接な法改正や制度改正が予定

されています。東京都も新年度より債務超過の方

のための低金利の融資制度を創設する予定です。

離婚、ワーキングプア、生活面などの家庭問題に

ついて、新しい法制度を活用する事で、女性が生

活を立て直す大きな機会が生まれる可能性があり

ます。生活や家族関係の問題で悩む女性のため

に、社会福祉士、行政書士、心理カウンセラー等

が無料相談に応じます。 

 
 日 時：4月13日(金)、27日(金) 13:00～21:00 
     要予約 

 場 所：NPO法人ライブリー 
     カウンセリングルーム立川 

     (立川市錦町1-5-6サンパークビル402) 
 定 員：各日6名(約60分／人) 
 問合せ： 042-548-4456 
     (10:00～19:00、月曜は定休日） 
     E-mail：mikikikaku@k6.dion.ne.jp  
 ※守秘義務により相談内容の秘密は厳守しま

す。 

  

～イベント・講習・講座・ボランティア情報など～ 

このコーナーは、市民活動やボランティア活動に関するイベント等の情報を毎月掲載しています。またこのコーナーへ掲載する情

報も随時募集しています。掲載ご希望の方は毎月２０日までにご連絡ください。 

ここに掲載されている情報の詳細に関して

は、直接主催団体にお問い合わせください。 

●   ●   ●   イベント・講習・講座   ●   ●   ● 

●情報をお寄せください！★みなさまからのご意見・掲載情報をお待ちしています。詳しくは電話またはメールにてご連絡ください● 
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■ 「脳いきいき心わくわくアート」 
   ～クレパスでＳＬ春の旅を描きましょう～ 
 
 心のリフレッシュ・癒し・創造性開発の目的、ま

た認知症その他様々な症状を持つ方、そのケアをす

る方にとっても有効なアート。具体物をリアルに再

現する従来の絵と違い、手ざわり・音楽など五感を

フルに使って感じ取ったものを、クレパス・水彩・

アクリル絵の具・紙・木・粘土等、多様な素材を用

いて描いたり、版画や立体作品に表現する「臨床美

術」についてのお話と、その人ならではの“マイ・

アート”を表現する実体験をしてみませんか？ 
 

 講 師：小野田 照代氏 

     (ヒーリングアート・パステルカフェ代
表） 
 日 時：4月21日(土) 10:30～12:30 
 会 場：八王子市市民活動支援センター 

     (八王子市旭町12-1ファルマ802ビル5階) 
 定 員：先着20名 
 申込み：電話、Fax、E-mailにてお申込み。 
 参加費：無料 
 問合せ：八王子市市民活動支援センター 
     042-646-1577／Fax：042－646-1587 
     E-mail ： shien@shiminkatudo-
hachioji.jp 

★ボランティア・市民活動団体イベントカレンダー★ 
開催日  イベント名 場 所 問合せ先 

4月 13 日 (金) 「女性の生活立て直し」 無料相談会 カウンセリングルーム立川 P.4 参照 

 20 日 (金) 小さな絵本の大きなチカラ 毎日ホール P.5 参照 

 21 日 (土) 脳いきいき心わくわくアート 八王子市民活動支援センター P.4 参照 

 25 日 (水) “自分流子育て”のすすめ 柴崎会館3階休養室 P.5 参照 

 27 日 (金) 「女性の生活立て直し」 無料相談会 カウンセリングルーム立川 P.4 参照 

※NPO・ボランティアグループのイベントや講座情報が一目でわかるカレンダーを作りました。 
 詳しくはコチラ→ http://calendar.yahoo.co.jp/skc_npovgnews 



■“自分流子育て”のすすめ 
 

 なき虫さん・ご飯を食べない・後追いがひどい・い

たずら盛り・言葉が遅い、などなど心配な事ばかり！

そんな時、話を聞いてもらったり、経験者にいろいろ

聞けたらいいと思いませんか？３１年間保育園の看

護士として子どもの成長発達を見続けてきた清水の

ぶさんと一緒に、いろんなおしゃべりをしながら自

分流の子育てを捜してみましょう！ 
 

 日 時：4月25日(水) 10:00～12:00 
 場 所：柴崎会館3階休養室 
 主 催：子育て支援ボランティア「ミニトマの木」 
 問合せ： 042-536-0304(谷さん) 
     E-mail：minitomanoki@hotmail.co.jp  
 ※申込み不要。保育は同室で一緒に。 

 

■花絵制作／花摘みバスツアー 
①花絵制作 
 制 作：4月28日(土) 10:00～13:00 
 展 示：4月28日(土)～4月30日(祝)の3日間 
 場 所：サンサンロード 

     国営昭和記念公園ゆめひろば 
 参加費：無料 
 定 員：20名(市民対象) 
 申込み：申込みはFaxにて下記へ。 
     たちかわ「はな・まち・こころ」 

        (春・夏・秋・冬)実行委員会 
     Fax：042-527-5913(担当：芝田さん) 
 問合せ： 042-527-2700 
 

②花摘みバスツアー 
 日 時：4月26日(木) 7:00～20:00 
 場 所：新潟県 
 参加費：4,000円／人 
 定 員：90名 
 申込み：花みどり文化センター 042-526-

●情報をお寄せください！★みなさまからのご意見・掲載情報をお待ちしています。詳しくは電話またはメールにてご連絡ください● 
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■小さな絵本の大きなチカラ 
     ～世界の子どもたちに本を～ 
 
 4月23日は「子ども読書の日」です。今、情報が溢
れる日本社会では、子どもたちに質の高い読書体験

を提供することが求められています。そして、海の向

こうを眺めてみると、本そのものが希少で、本を手に

すること、文字を読むことができない子どもたちが

たくさんいます。しかし、子どもはみんな、本やおは

なしが大好きです。本は、厳しい環境に生きるこども

たちにとって、どんな役割を果たしているのでしょ

うか。 
 海の向こうの、本を手にした子どもたちの様子を

うかがい、子どもたちと読書について考えて見ませ

んか。 
 
 日 時：4月20日(金) 18：30開演(18:00開場) 
 会 場：毎日ホール(千代田区一ツ橋1-1-1) 
 入場料：資料代として800円 
 プログラム： 
 ●基調講演 高見のっぽ氏 
 ●パネルディスカッション 
 【パネリスト】 
  松岡享子氏(東京子ども図書館理事長) 
  鎌倉幸子(シャンティ国際ボランティア会スタッフ) 
  ムハマッド・ハニフ・サフィ 
   (SVAアフガニスタン事務所スタッフ) 
 【コメンテーター】 
  高見のっぽ氏(ノッポさん) 
 申込み：社団法人シャンティ国際ボランティア会 

     (新宿区大京町31慈母会館2・3F) 
     03-5360-1233 
     Fax：03-5360-1220 
     チャイルド・ブック・サポーター担当まで 
     ※応募者多数の場合は、抽選となります 

      のでご了承ください。 
 

●    ●    ●   ひと・モノ・募集  ●    ●    ● 

■ボランティアさん募集中!! 
 
 至誠キートスで穏やかなひと時を～♪地域の優

しい風を、微笑を運んで下さい！ 

 いろんな活動がありますよ。やりたい事・できる

事からお知らせ下さい。 
 私たちと一緒に活動しませんか？現在“仲間”募

集中!! 
 ○簡単な縫い物ボランティア 
  曜日・時間はいつでもOK（現在は水・木・金に 
  活動中） 

     ○春！です。お花大好きの方一緒に明る 

      い花を植えましょう！ 
      曜日・時間はいつでもOK（現在は木曜 
      日に活動中） 
     ○美味しいコーヒー飮みながら、楽しい 

      ひと時を～♪ 
      毎週木曜日の午後「珈琲倶楽部」を 

      オープンしています。一緒に活動して 

      みませんか？ 
 問合せ：至誠キートスホーム(担当：西原さん) 
     042-538-2323／Fax：042-538-2324 
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●    ●    ●   助成情報  ●    ●    ● 

■損保ジャパン記念財団 

         社会福祉助成応募要領 
社会福祉関係のNPO法人設立を考えている皆様へ 

 
 「特定非営利活動促進法」が制定されて以来、こ

れまで約30,000のNPO法人が設立され、ますます
広範な分野での活躍が期待されています。当財団で

は、福祉活動を行う団体の皆様がNPO法人格を取
得されることにより社会的な信用を高め、組織の強

化、さらには継続的で活発な活動へと発展し、わが

国の福祉の向上に大きく貢献していただくことを

期待し、本助成事業を実施します。 
 

 募集対象：社会福祉の分野でNPO法人の設立を 
      計画している団体。但し、平成19年度 
      中に設立認証申請を行うことを原則 

      とします。 
 活動内容：障害者・高齢者を対象とした、主とし 

      て在宅福祉に関する活動 
 助成金額：1団体30万円 
 資金使途：法人設立に関する費用であれば、使 

      途は問いません。 

     ※会合費、人件費、器材費その他一切使 

      途は問いませんが、平成19年度末の段 
      階で助成金の支出明細表をご提出いた 

      だきます。 
 申込方法：申込書に記載の上、平成19年4月1日 
      (日)より、4月30日(月)まで（当日消印 
      有効）に、下記へ郵送にて。 
 

   〒160-8338  新宿区西新宿1-26-1 
    損保ジャパン本社ビル37階 
    損保ジャパン記念財団 社会福祉助成係 
 

 選考方法：6月開催予定の社会福祉選考委員会に 
      よる選考を経て、7月上旬の助成を予 
      定しています。 
 選考基準：①過去の活動実績を重視します。 

      ②障害者福祉団体を優先します。 

      ③団体としての将来性、事業の将来性 

       を考慮します。 

      ④団体としてNPO法人化の合意が得 
       られた団体を優先します。 

      ⑤出来るだけ全国各地の団体に助成 

       するため地域性を考慮します。 

 問合せ： 

  損保ジャパン記念財団事務局 
  03-3349-9570 
  Fax：03-5322-5257 
  URL ： http://www.sompo-japan.co.jp/

■PIVOT(ピボット)基金 

                   助成募集要項 
 
 東京都遊技業協同組合(都遊協)では東京都内を主
な活動区域とし青少年の健全育成活動を行っている

ボランティアグループに必要な資金の助成を行いま

す。 
 
 募集期間：2月27日(火)～4月28日(土)必着 
      ※プレゼンテーションを6月28日(木) 
       15:00から新宿区市ヶ谷・遊技会館に 
       て開催します。このプレゼンテー 

       ションに参加できない場合は助成対 

       象とはなりません。 
 応募資格：青少年の健全育成活動を行っている以 

      下の団体が対象です。 
      ①ボランティアグループ 
      ②その他（NPOなど） 
 助成内容：下記の①から⑤のいずれかの事業で、 

      平成20年3月31日までに実施(終了)す 
      るものを助成対象とします。 
      ①学習会・研修会の開催 
      ②調査・研究の実施 
      ③福祉教育・ボランティア啓発の実施 
      ④器具・機材の購入 
      ⑤その他 
 助成金額：1グループ30万円以内／5グループ 
 審  査：東京都遊技業協同組合(都遊協)及び都 
      遊協青年部社会貢献委員会を審査機関 

      とし、書類審査ならびにプレゼンテー 

      ション審査を通ったグループには、そ 

      の結果を直接グループあてに通知し、7 
      月上旬までに助成金を交付します。 
 事業報告：事業終了後、1ヵ月以内に指定の様式 
      のものを提出してください。 
 応募方法：所定の用紙に必要事項を記入のうえ、 

      郵送で基金事務局まで申請してくださ 

      い。(申請用紙はボランティアステー 
      ションのホームページからダウンロー 

      ドしていただくか基金事務局までご請 

      求ください) 
 問合せ：PIVOT基金事務局 
      武蔵野市吉祥寺本町1-11-30-615 
      (ボランティアステーション内) 
      ＆Fax：0422-28-7728 
      E-mail：vs@vstation.gr.jp 
      URL：http://www.vstation.gr.jp 
 

●情報をお寄せください！★みなさまからのご意見・掲載情報をお待ちしています。詳しくは電話またはメールにてご連絡ください● 
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ボランティア保険のご加入はお済みですか？ 
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大人の社会科見学 第1弾 

 あなたの備えは万全ですか？～身を持って体験、防災度チェック!!～  
 

 災害に対する備えは万全ですか？もし、地震があった時･･･、火災が起きた時･･･、あなたは冷静に対処

することができますか？立川防災館の地震体験室と煙体験室で身を持って体験し、いつ起こるかもわから

ない地震や火災に備えませんか？ 

 

 日 時：5月12日(土) 13:30～16:00(予定) 
 場 所：立川防災館(立川市泉町1156番地の1)及びハイパーレスキュー隊訓練所 
 費 用：無料 

 定 員：60名(申込み順) 
 申込み：市民活動センターたちかわ  

     042-529-8323／Fax：042-529-8714 
     E-mail：aiaivc@whi.m-net.ne.jp 

●情報をお寄せください！★みなさまからのご意見・掲載情報をお待ちしています。詳しくは電話またはメールにてご連絡ください● 

 ボランティア保険は、「活動先に向かう途中、ボランティアが交通事故に遭いケガをした。」「活動中に

転倒し骨折した。」「活動中に誤って活動先の器物を破損した。」など、ボランティア自身のケガや法律上

の賠償責任を負った場合に補償する保険です。 

 平成19年度のパンフレットと加入申込用紙の配布及び加入受付は、市民活動センター及び伊勢丹立川店
6階ハートフルステーション内の窓口にて行っています。まだ、ご加入がお済みでない方は、ぜひこの機会
にご加入を検討されてはいかがでしょうか。 

 ご不明な点につきましては、市民活動センターたちかわへお問合せください。 

 

 補償期間：平成19年4月1日(中途加入の場合は、加入日の翌日)～平成20年3月31日 
 保険料：300円～1,400円(プランにより金額が変わります。) 
 問合せ：市民活動センターたちかわ  

      042-529-8323／Fax：042-529-8714 
      E-mail：aiaivc@whi.m-net.ne.jp 

たちかわ散策ウォーキング 

 今まで気が付かなかった立川の魅力や散策ポイントを発見しに行きませんか？あなただけの散策マップ

を作ったり、コース上ならではのおもしろい話や歴史についてもご案内します。また、花や野鳥などの

フォトスポットを地元カメラマンがご紹介します。自慢の写真を応募しフォトコンテストを実施します。 

 

 日 時：4月29日(祝) 10:00～11:00までに受付(雨天決行) ※15:00までにゴールしてください。 
 コース：はな広場⇒国営昭和記念公園 あけぼの口⇒西立川口⇒富士見町・白いたんぽぽ群生地 

     ⇒根川緑道(詩歌の道)⇒貝殻坂橋⇒立川公園⇒はな広場 
 参加費：100円(保険料) 
 集 合：JR立川駅北口 シネマツー裏 はな広場 
 申込み：4月20日(金)までに下記へFaxにてお申込みください。 
     たちかわ「はな・まち・こころ」(春・夏・秋・冬)実行委員会 Fax：042-527-5913 
 問合せ： 042-527-2700(担当：芝田さん、野﨑さん、二之宮さん) 


